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【
事
実
の
概
要
】

一
　
原
告
X
（
昭
和
二
四
年
生
ま
れ
）
は
、
昭
和
四
五
年
に
東
京
都

か
ら
公
立
学
校
の
教
員
に
任
命
さ
れ
た
者
で
、
昭
和
五
八
年
四
月
か

ら
昭
和
六
〇
年
六
月
ま
で
、
三
回
（
そ
れ
ぞ
れ
六
か
月
間
、
一
年
間
、

三
か
月
間
）
、
仮
面
性
う
つ
病
、
神
経
症
な
ど
の
理
由
で
被
告
Y

（
東
京
都
教
育
委
員
会
）
か
ら
休
職
処
分
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
X

は
昭
和
六
三
年
こ
ろ
精
神
分
裂
病
と
診
断
さ
れ
、
平
成
二
年
九
月
こ

ろ
か
ら
平
成
五
年
三
月
ま
で
（
二
年
六
か
月
間
）
精
神
分
裂
病
（
当

時
の
名
称
で
あ
り
現
在
は
統
合
失
調
症
と
呼
ば
れ
る
が
、
本
稿
で
は

当
時
の
名
称
で
用
い
る
）
の
疑
い
に
よ
り
、
休
職
処
分
を
受
け
た
。

　
平
成
五
年
四
月
、
職
場
に
復
帰
し
た
が
ト
ラ
ブ
ル
が
続
き
、
平
成

六
年
四
月
に
は
担
任
を
受
け
持
っ
た
が
、
児
童
に
対
し
て
指
導
が
で

き
な
い
な
ど
問
題
が
お
き
た
た
め
二
学
期
か
ら
は
学
級
担
任
を
は
ず

さ
れ
、
児
童
と
は
直
接
接
触
の
な
い
校
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。二
　
平
成
九
年
一
〇
月
、
X
は
、
Y
か
ら
発
令
さ
れ
た
受
診
通
知
に

従
っ
て
0
医
師
の
診
察
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
X
は
精
神
分
裂
病
で
あ

り
、
休
職
六
か
月
の
療
養
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
。
Y
は
、
平
成
一

〇
年
二
月
七
日
、
X
を
精
神
分
裂
病
に
よ
り
休
職
処
分
と
し
た
。
こ

の
休
職
処
分
は
半
年
毎
に
四
回
更
新
さ
れ
、
Y
の
指
定
医
師
で
あ
っ

た
0
医
師
（
平
成
一
〇
年
六
月
）
、
都
立
C
病
院
D
医
師
（
平
成
一

〇
年
＝
月
、
平
成
＝
年
六
月
、
一
二
月
）
の
診
察
を
受
け
、
そ

の
都
度
、
精
神
分
裂
病
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
。

　
平
成
一
二
年
五
月
二
四
日
、
X
は
、
Y
か
ら
の
受
診
通
知
に
従
い

D
医
師
の
診
察
を
受
け
た
。
D
医
師
は
、
X
が
精
神
分
裂
病
で
あ
り
、

引
き
続
き
一
年
間
の
休
養
を
要
す
る
が
、
今
後
十
分
な
治
療
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
症
状
が
固
定
す
れ
ば
復
帰
で
き
る
可
能
性

は
残
さ
れ
る
と
診
断
し
、
そ
の
旨
、
記
載
し
た
診
断
書
（
以
下
「
D

診
断
書
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
Y
に
提
出
し
た
。
な
お
、
D
医
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師
は
、
診
察
の
前
に
Y
か
ら
、
職
場
で
の
X
の
行
勤
報
告
書
を
渡
さ

れ
、
こ
の
記
載
も
前
提
に
し
て
X
を
診
断
し
た
。

　
Y
は
X
に
対
し
、
平
成
一
二
年
六
月
三
〇
日
、
同
年
七
月
一
日
付

け
で
、
地
方
公
務
員
法
二
八
条
二
項
一
号
（
心
身
の
故
障
の
た
め
、

長
期
の
休
養
を
要
す
る
場
合
）
に
よ
り
、
休
職
期
間
を
平
成
＝
二
年

二
月
六
日
ま
で
更
新
し
、
治
療
に
専
念
す
る
こ
と
を
命
ず
る
旨
の
分

限
休
職
処
分
を
し
た
（
以
下
「
本
件
休
職
処
分
」
と
い
う
。
）
。

三
　
X
は
、
平
成
一
二
年
＝
月
一
一
日
、
医
療
法
人
G
会
H
神
経

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
1
医
師
の
診
察
を
受
け
、
そ
の
後
毎
週
一
回
の
割

合
で
1
医
師
か
ら
診
察
・
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
1
医
師

は
、
平
成
＝
二
年
一
月
五
日
、
X
の
診
断
を
踏
ま
え
て
、
診
断
書

（
以
下
「
1
診
断
書
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
た
。
こ
の
1
診
断
書
に

は
「
精
神
病
状
態
を
認
め
ず
」
と
し
て
、
精
神
疾
患
を
理
由
と
し
た

休
職
は
解
除
さ
れ
る
べ
き
と
判
断
さ
れ
る
、
と
の
記
載
が
な
さ
れ
て

お
り
、
平
成
一
三
年
一
月
九
日
に
Y
に
届
け
ら
れ
た
。

　
Y
は
X
の
休
職
期
間
で
あ
る
満
三
年
経
過
が
近
づ
い
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
後
の
扱
い
を
決
め
る
た
め
、
X
に
対
し
、
平
成
一
二
年
一
一
月

二
七
日
、
同
年
一
二
月
一
一
日
、
平
成
一
三
年
一
月
一
二
日
の
三
回

に
わ
た
り
、
D
医
師
及
び
Y
の
指
定
医
師
で
あ
る
F
医
師
の
各
診
断

を
受
け
る
よ
う
通
知
し
た
が
、
X
は
受
診
を
拒
否
し
た
。

　
そ
こ
で
、
平
成
一
三
年
一
月
一
七
日
、
Y
は
1
医
師
に
面
談
し
た

と
こ
ろ
、
同
医
師
は
X
は
精
神
分
裂
病
で
は
な
い
等
と
述
べ
た
。
Y

は
、
同
月
一
八
日
、
D
医
師
及
び
F
医
師
に
、
1
医
師
か
ら
の
聴
取

内
容
を
報
告
し
、
両
医
師
か
ら
、
X
は
精
神
分
裂
病
に
罹
患
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
教
員
と
し
て
職
務
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
あ
る
等
の
意
見
を
聴
取
し
た
。

四
　
Y
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
前
提
に
、
X
の
休
職
期
間
が
満
三
年

と
な
る
平
成
一
三
年
二
月
六
日
、
X
に
対
し
て
①
X
は
病
気
が
回
復

せ
ず
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
遂
行
に
支
障
が
あ
り
、
②
X
が
一
貫

し
て
医
師
の
診
断
及
び
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
拒
否
し
、
指
定
医
師

の
診
断
を
拒
否
し
た
こ
と
は
公
務
員
と
し
て
必
要
な
適
格
性
を
欠
く

と
し
て
、
地
公
法
二
八
条
一
項
二
号
（
心
身
の
故
障
の
た
め
、
職
務

の
遂
行
に
支
障
が
あ
り
、
又
は
こ
れ
に
堪
え
な
い
場
合
）
及
び
三
号

（
そ
の
職
に
必
要
な
適
格
性
を
欠
く
場
合
）
に
よ
り
、
分
限
免
職
処

分
（
以
下
、
「
本
件
免
職
処
分
」
と
い
う
。
）
を
し
た
。

　
そ
こ
で
X
が
Y
に
対
し
、
心
身
の
故
障
等
を
理
由
と
し
た
本
件
休

職
処
分
及
び
本
件
免
職
処
分
の
取
消
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

【
判
旨
】

一
　
本
件
休
職
処
分
時
、
・
’
0
身
の
故
障
の
た
め
長
期
の
休
養
を
要
す

る
場
合
で
あ
っ
た
か

「
D
医
師
は
、
平
成
一
〇
年
一

一
月
以
降
、
X
を
約
一
年
半
の
問

跳⑩
弓
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に
五
回
診
察
し
（
そ
れ
ぞ
れ
の
診
察
時
間
は
一
時
間
程
度
）
、
平
成

一
二
年
五
月
二
四
日
、
そ
れ
ま
で
の
診
察
経
過
や
同
日
の
診
察
結
果

を
前
提
と
し
て
、
X
に
は
精
神
分
裂
病
の
基
本
的
な
症
状
で
あ
る
連

合
弛
緩
、
思
考
途
絶
、
現
実
認
知
の
障
害
、
自
閉
症
が
顕
著
で
あ
り
、

し
か
も
、
X
の
小
学
校
に
お
け
る
平
成
五
年
以
降
の
行
動
は
、
精
神

分
裂
病
の
症
状
と
し
て
説
明
が
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
X
は
精
神

分
裂
病
で
あ
り
、
引
き
続
き
一
年
の
休
養
が
必
要
と
判
断
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
…
平
成
五
年
四
月
か
ら
平
成
九
年
一
〇
月
の
問
の

実
際
の
X
の
行
動
に
照
ら
し
て
も
、
精
神
分
裂
病
と
し
て
の
陰
性
症

状
…
が
現
れ
て
い
る
と
の
見
解
に
誤
り
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
、
平
成
一
〇
年
に
X
を
二
回
診
察
し
た
0
医
師
も
X
を
精
神

分
裂
病
で
あ
る
と
診
断
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
後
、
平
成
一
二
年
五

月
二
四
日
に
D
医
師
の
診
断
を
受
け
る
ま
で
の
問
に
的
確
な
治
療
を

受
け
た
形
跡
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
も
併
せ
る
と
、
D
医
師
の
平

成
一
二
年
五
月
二
四
日
の
診
断
は
適
正
で
あ
り
、
信
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

　
こ
れ
に
対
し
て
、
1
医
師
は
平
成
＝
二
年
一
月
六
日
、
X
は
精
神

病
状
態
に
な
い
と
診
断
し
て
い
る
。

　
「
1
医
師
は
、
約
二
か
月
間
、
毎
週
継
続
し
て
X
を
診
察
し
た
上

で
、
X
に
精
神
病
状
態
を
認
め
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
り
、
1
診

断
書
の
結
論
を
一
概
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
も
考
え
ら
れ

る
。
」
　
「
し
か
し
、
1
医
師
も
、
…
X
の
精
神
状
態
に
何
ら
問
題
が
な
い

と
判
断
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
…
、
精
神
分
裂
病
と
診
断
す
る
か

ど
う
か
は
微
妙
な
判
断
で
あ
る
と
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
1
医
師
は
、

　
　
　
　
　
マ
マ
　

職
場
が
X
の
受
け
入
れ
る
態
勢
を
整
え
な
い
限
り
、
X
が
職
場
に
復

帰
す
る
の
は
大
変
で
あ
る
（
困
難
で
あ
る
と
同
義
で
あ
る
）
と
も
述

べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
1
医
師
も
、
X
が
教
員
と
し
て
の
通
常
の

職
務
が
直
ち
に
行
え
る
と
認
識
し
て
は
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。
」
　
ま
た
、
「
D
医
師
は
X
の
診
断
の
前
提
と
し
て
、
X
の
小
学
校
に

お
け
る
詳
細
な
言
動
を
相
当
に
検
討
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
1
医

師
は
、
診
断
に
当
た
っ
て
X
の
言
動
に
関
す
る
資
料
を
見
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
1
医
師
の
診
断
よ
り

も
D
医
師
の
診
断
の
方
が
よ
り
多
く
の
資
料
に
基
づ
い
て
総
合
的
な

考
察
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
を
考
慮
す
る
と
、
1
医
師
が
X
は
精
神
分
裂
病

で
な
く
出
勤
は
可
能
で
あ
る
と
診
断
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
D

医
師
の
診
断
結
果
が
信
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

　
「
以
上
に
よ
れ
ば
、
D
医
師
の
診
断
は
客
観
的
で
正
確
な
判
断
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
平
成
一
二
年
五
月
な
い
し
六
月
当

時
、
X
は
精
神
分
裂
病
に
罹
患
し
、
一
年
間
の
休
養
を
要
す
る
状
態

ωヨ2
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で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
」

二
　
本
件
休
職
処
分
の
手
続
的
違
法

　
「
本
件
休
職
処
分
の
前
に
X
は
指
定
医
師
二
名
（
D
医
師
、
Q
医

師
）
の
診
察
を
受
け
て
い
る
け
れ
ど
も
、
D
診
断
書
し
か
作
成
さ
れ

ず
、
本
件
休
職
処
分
は
、
D
診
断
書
だ
け
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い

る
。　
し
か
し
、
都
分
限
条
例
三
条
二
項
は
、
職
員
を
免
職
処
分
や
休
職

処
分
に
す
る
場
合
に
は
指
定
医
師
に
よ
る
診
断
を
経
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
が
、
同
条
例
及
び
休
職
要
領
に
よ
っ
て
も
、
指
定

医
師
二
名
の
診
断
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
Y
が
本
件
休
職
処
分
を
す
る
際
に
、
指
定
医
師
二

名
の
診
断
（
な
い
し
診
断
書
の
作
成
）
を
経
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ

て
、
本
件
休
職
処
分
の
手
続
に
違
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
」

三
　
本
件
免
職
処
分
時
、
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
遂
行
に
支
障

　
が
あ
っ
た
か

　
判
旨
一
で
述
べ
た
と
お
り
、
「
本
件
休
職
処
分
が
行
わ
れ
た
平
成

一
二
年
六
月
当
時
、
X
は
精
神
分
裂
病
に
罹
患
し
て
い
た
と
認
め
ら

れ
る
。
」

　
D
医
師
が
最
後
に
診
察
し
た
平
成
一
二
年
五
月
か
ら
本
件
免
職
処

分
時
ま
で
の
間
に
症
状
が
大
き
く
変
化
し
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
平

成
＝
二
年
一
月
一
八
日
に
Y
の
担
当
者
か
ら
の
意
見
聴
取
に
対
し
て
、

「
同
年
二
月
の
職
場
復
帰
は
不
可
能
と
答
え
て
い
る
。
」

　
こ
れ
に
対
し
、
1
医
師
は
平
成
＝
二
年
一
月
に
お
い
て
X
は
精
神

分
裂
病
で
な
く
出
勤
は
可
能
で
あ
る
と
診
断
し
て
い
る
が
、
1
医
師

が
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
D
医
師
の
診
断
結
果
が

信
用
で
き
な
い
と
は
い
え
な
い
こ
と
は
判
型
一
で
述
べ
た
と
お
り
で

あ
る
。

　
「
X
は
、
本
件
免
職
処
分
を
す
る
に
際
し
て
は
、
指
定
医
師
で
あ

る
D
医
師
の
意
見
よ
り
も
主
治
医
で
あ
る
1
医
師
の
判
断
を
優
先
す

べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
と
お
り
、
D
医
師

の
診
断
は
客
観
的
で
正
確
な
判
断
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
X

の
主
張
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
以
上
に
よ
れ
ば
、
X
は
、
平
成
＝
二
年
二
月
に
お
い
て
も
、
精
神

分
裂
病
に
罹
患
し
、
休
養
し
て
治
療
を
す
る
こ
と
を
要
し
、
職
場
復

帰
は
困
難
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
」

四
　
本
件
免
職
処
分
の
手
続
的
違
法
に
つ
い
て

　
「
都
分
限
条
例
は
、
職
員
を
免
職
処
分
に
す
る
場
合
に
は
指
定
医

師
に
よ
る
診
断
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、

㎜姻
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本
件
免
職
処
分
は
、
指
定
医
師
の
診
断
が
な
い
ま
ま
行
わ
れ
て
い

る
。
」
　
X
の
休
職
処
分
が
平
成
＝
二
年
二
月
六
日
で
三
年
と
な
り
、
Y
と

し
て
は
X
の
扱
い
を
決
定
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
X
の
症
状

を
考
慮
し
て
も
X
自
身
の
症
状
の
判
断
を
す
る
た
め
の
診
察
を
い
っ

さ
い
拒
否
す
る
理
由
は
見
出
せ
な
い
。
「
以
上
の
事
実
を
考
慮
す
れ

ば
、
Y
が
指
定
医
師
の
診
断
が
な
い
ま
ま
本
件
免
職
処
分
を
し
た
こ

と
は
X
が
指
定
医
師
の
診
断
を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
る
や
む
を
得
な

い
措
置
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
Y
は
指
定
医
師
二
名
か
ら
意
見
聴
取

す
る
な
ど
慎
重
な
手
続
を
経
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
指
定
医

師
に
よ
る
診
断
を
経
て
い
な
い
こ
と
が
、
本
件
免
職
処
分
の
違
法
事

由
、
取
消
事
由
に
な
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
「
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
免
職
処
分
当
時
、
X
は
心
身
の
故
障
の

た
め
長
期
の
休
養
を
要
す
る
状
態
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
Y
の
判

断
に
裁
量
の
逸
脱
、
濫
用
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
手
続
に
違
法
が

あ
っ
た
と
も
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
本
件
休
職
処
分
は
適
法
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
件
免
職
処
分
当
時
、
X
は
心
身
の
故
障
に
よ
り
職
場
復

帰
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
Y
が
X
を
心
身
の
故
障
の
た

め
職
務
の
遂
行
に
支
障
が
あ
っ
た
と
し
た
Y
の
判
断
に
裁
量
の
逸
脱
、

濫
用
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
手
続
に
違
法
が
あ
っ
た
と
も
認
め
ら

れ
な
い
か
ら
、
本
件
免
職
処
分
は
適
法
で
あ
る
。
」

【
検
討
】
（
判
旨
に
一
部
疑
問
あ
り
）

一
　
本
判
決
の
意
義

　
本
件
は
、
精
神
疾
患
を
理
由
に
休
職
を
繰
り
返
し
て
い
た
公
立
学

校
の
教
員
が
、
指
定
医
師
の
受
診
を
拒
否
し
た
も
の
の
休
職
期
間
を

更
新
さ
れ
、
そ
の
後
免
職
処
分
を
受
け
た
事
案
で
あ
る
。
近
年
、
精

神
疾
患
を
理
由
に
休
職
す
る
公
立
学
校
の
教
員
の
増
加
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
一
六
年
度
に

分
限
処
分
を
受
け
た
教
育
職
員
六
五
五
三
人
の
う
ち
九
六
・
三
％
に

あ
た
る
六
三
〇
八
人
が
病
気
休
職
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ

の
半
数
以
上
（
三
五
五
九
人
置
五
六
・
四
％
）
が
精
神
性
疾
患
に
よ

る
も
の
で
あ
る
（
「
平
成
一
六
年
度
教
育
職
員
に
係
る
懲
戒
処
分
等

の
状
況
に
つ
い
て
」
げ
暮
窟
＼
＼
≦
≦
毛
．
日
Φ
×
け
ひ
q
O
し
O
＼
び
ー
ヨ
Φ
づ
＝
＼

ぎ
二
鮎
。
⊆
＼
一
ミ
H
ミ
8
H
卜
。
O
①
8
ケ
け
ヨ
）
。

　
精
神
障
害
者
に
対
し
て
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
就
労
移

行
支
援
や
就
労
継
続
支
援
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
新
規

採
用
に
つ
い
て
の
支
援
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
た
た
め
に
、
休
職
後
、

元
の
職
場
に
復
帰
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十

分
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
精
神
疾
患
の
場
合
に
は
、
そ
の
症
状
の

多
様
性
ゆ
え
に
疾
病
の
治
癒
や
復
職
の
可
能
性
の
判
断
が
困
難
と
な

る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
休
職
処
分
や
免
職
処
分
を
行
う
際
に
は
、
職

務
と
心
身
の
状
況
の
慎
重
な
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
件
で
は
分

姻ヨ2偽皿
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限
処
分
手
続
の
あ
り
方
、
指
定
医
師
と
主
治
医
の
診
断
の
妥
当
性
の

二
つ
が
主
な
争
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
が
復
職

可
能
性
の
判
断
要
素
と
し
て
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
も

含
め
検
討
す
る
。

二
　
指
定
医
師
の
中
立
性

　
本
件
で
は
休
職
処
分
時
（
判
旨
一
）
、
免
職
処
分
時
（
判
旨
三
）

と
も
、
指
定
医
師
と
主
治
医
で
異
な
っ
た
診
断
と
な
っ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
Y
の
作
成
し
た
X
の
行
動
記
録
書
を
指
定
医
師
で
あ
る
D

医
師
が
参
照
し
て
い
る
点
な
ど
を
評
価
し
、
主
治
医
で
は
な
く
指
定

医
師
の
診
断
を
採
用
し
て
い
る
。
本
件
の
よ
う
に
心
身
の
故
障
に
よ

る
休
職
処
分
手
続
に
は
、
指
定
医
師
の
診
断
が
必
要
と
な
り
、
こ
の

指
定
医
師
に
つ
い
て
は
「
あ
く
ま
で
任
命
権
者
が
指
定
す
る
も
の
で
、

本
人
が
任
意
に
依
頼
し
た
診
断
書
に
よ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
診
断

書
の
信
野
性
に
問
題
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
説
明

さ
れ
て
い
る
（
橋
本
勇
『
新
版
　
逐
条
地
方
公
務
員
法
』
四
八
三
頁
、

二
〇
〇
二
年
、
学
陽
書
房
）
。

　
一
方
で
、
例
え
ば
労
働
安
全
衛
生
法
の
法
定
健
康
診
断
に
つ
い
て

六
六
条
五
項
但
書
は
「
事
業
者
の
指
定
し
た
医
師
又
は
歯
科
医
師
が

行
な
う
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、

他
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
行
な
う
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
健
康
診

断
に
相
当
す
る
健
康
診
断
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
証
明
す
る
書
面
を

事
業
者
に
提
出
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
と
し
て
、
労

働
者
の
医
師
選
択
の
自
由
を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
は
「
『
事
業
者
に

指
定
さ
れ
た
医
師
が
事
業
者
の
意
を
受
け
て
恣
意
を
も
つ
て
診
断
す

る
虞
』
を
排
除
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
解
さ
れ
て
い
る
（
保

原
喜
志
夫
〔
判
批
〕
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
八
八
号
一
一
二
頁
、
一
九
八

三
年
目
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
医
師
の
中
立
性
や
客
観
性

が
問
題
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
件
で
も
、
判
旨
一
に
お
い
て
は
指
定

医
師
の
み
な
ら
ず
、
主
治
医
の
診
断
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

診
断
の
中
立
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、

判
旨
で
指
定
医
師
の
診
断
を
信
用
で
き
る
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
の
は
、
Y
の
作
成
し
た
X
の
行
動
記
録
書
を
相
当
に
検
討
し
て

い
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
医
師
の
中
立
性
や
客
観
性
と
い
う
観
点
か

ら
問
題
が
残
る
。
精
神
分
裂
病
を
診
断
す
る
際
に
、
日
常
の
行
動
な

ど
の
資
料
が
必
要
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
の
よ
う
に
診
断
そ
の

も
の
を
争
う
場
合
、
Y
が
作
成
し
た
資
料
を
前
提
に
行
わ
れ
た
診
断

は
、
そ
れ
が
事
実
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
中
立
性

を
損
な
う
要
素
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
Y
の
指
定
し
た
医
師
が
、

Y
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
資
料
を
前
提
に
行
っ
た
診
断
を
「
客
観
的

で
正
確
な
判
断
」
と
す
る
に
は
、
判
旨
の
理
由
付
け
は
十
分
と
は
言

い
難
い
。
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三
　
分
限
処
分
の
手
続

　
公
務
員
の
分
限
休
職
処
分
手
続
に
つ
い
て
、
地
方
公
務
員
の
場
合

は
、
各
地
方
自
治
体
の
条
例
に
よ
る
こ
と
に
な
る
が
、
国
家
公
務
員

の
場
合
は
人
事
院
規
則
に
よ
っ
て
、
任
命
権
者
の
定
め
る
医
師
二
名

に
よ
る
診
断
を
要
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
国
家
公
務
員
に
つ
い

て
は
、
指
定
医
師
を
二
名
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
「
任
命
権
者
の
恣

意
的
な
認
定
を
妨
げ
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
訓
示
規
定
で
あ
る
か
ら
、

実
質
的
に
そ
れ
が
相
当
な
認
定
で
あ
る
限
り
右
規
定
に
違
反
す
る
も

処
分
そ
の
も
の
の
違
法
を
き
た
す
も
の
で
は
な
い
」
（
萩
原
警
察
署

事
務
官
分
限
免
職
事
件
・
名
古
屋
高
彫
昭
和
三
二
年
七
月
一
七
日
訟

月
二
巻
九
号
九
二
頁
）
と
判
断
し
、
必
ず
し
も
二
名
の
診
断
は
必
要

な
い
と
し
て
い
る
。
本
件
の
東
京
都
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
三

条
二
項
で
は
、
職
員
を
免
職
や
休
職
す
る
場
合
に
お
い
て
は
「
指
定

医
師
を
し
て
あ
ら
か
じ
め
診
断
を
お
こ
な
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
て
、
指
定
医
師
を
二
名
と
す
る
規
定
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、
Y
は
運
用
上
、
指
定
医
師
二
名
に
よ
る
診
断
を
必
要
と
し
て

お
り
、
本
件
休
職
処
分
に
お
い
て
指
定
医
師
一
名
の
診
断
と
な
っ
た

の
は
、
X
が
診
察
を
中
止
し
て
帰
っ
た
た
め
に
診
断
で
き
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
仮
に
受
診
命
令
の
拒
否
と
し
て
捉
え
る
と

す
れ
ば
、
「
本
人
が
正
当
な
理
由
な
く
拒
否
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
限
り
、
医
師
の
診
断
な
し
で
こ
れ
ら
の
分
限
処
分
を
行
っ

て
も
手
続
き
上
の
毅
疵
に
は
な
ら
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
」
（
橋

本
・
前
掲
書
）
こ
と
か
ら
、
や
は
り
手
続
的
に
違
法
と
い
う
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
判
型
は
結
論
と
し
て
や
む
を
得
な
い

で
あ
ろ
う
。

四
　
心
身
の
状
況
と
復
職
可
能
性
の
判
断

　
本
件
免
職
処
分
に
お
け
る
指
定
医
師
の
診
断
に
つ
い
て
、
判
旨
三

は
、
休
職
処
分
時
（
判
事
一
）
と
同
じ
理
由
で
、
指
定
医
師
の
診
断

を
「
客
観
的
で
正
確
な
判
断
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
指

定
医
師
で
あ
る
D
医
師
は
、
休
職
処
分
に
際
し
て
は
X
の
診
察
を

行
っ
て
か
ら
診
断
書
を
作
成
し
た
の
に
対
し
、
免
職
処
分
に
際
し
て

は
X
を
直
接
診
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
七
か
手
前

の
診
察
（
休
職
処
分
に
際
し
て
の
診
察
）
を
元
に
診
断
を
行
っ
て
い

る
。
む
ろ
ん
、
以
前
の
診
察
の
経
過
や
、
Y
側
か
ら
の
情
報
等
に
よ

り
、
X
の
状
態
を
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
、

本
件
が
精
神
疾
患
で
は
な
く
他
の
傷
病
の
場
合
で
も
、
主
治
医
で
は

な
い
医
師
に
よ
っ
て
七
か
月
捲
の
診
察
を
元
に
行
わ
れ
た
診
断
を

「
客
観
的
で
正
確
な
判
断
」
と
す
る
と
考
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
加
え

て
、
判
旨
は
、
そ
の
七
か
月
間
に
「
症
状
が
大
き
く
変
化
し
た
と
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
指
定
医
師
に
X
の

七
ヶ
月
間
の
状
況
を
報
告
し
て
い
る
の
は
Y
側
の
職
員
で
あ
る
こ
と
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も
考
慮
す
る
と
、
診
断
に
際
し
て
任
命
権
者
の
恣
意
を
排
す
る
こ
と

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
分
限
処
分
手
続
に
お
け
る

中
立
性
や
客
観
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
指
定
医
師
の
診
断
を
採
用
し

た
判
旨
の
理
由
付
け
は
納
得
し
が
た
い
。

　
ま
た
、
復
職
可
能
性
の
可
否
の
判
断
に
つ
い
て
、
「
分
限
処
分
が

免
職
で
あ
る
場
合
に
は
、
現
に
就
い
て
い
る
職
務
に
限
ら
ず
、
配
置

転
換
が
可
能
な
他
の
職
務
を
含
め
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
職
に
つ
い

て
の
適
格
性
の
有
無
を
特
に
厳
密
か
つ
慎
重
に
判
断
す
る
こ
と
が
要

求
さ
れ
る
」
（
芦
屋
郵
便
局
（
職
員
分
限
免
職
）
事
件
・
大
阪
高
判
平

成
一
二
年
三
月
二
二
日
避
難
一
〇
四
五
号
一
四
八
頁
）
と
判
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
免
職
時
に
お
け
る
判
断
基
準
は
、
休
職
時
（
判
旨

一
）

ﾆ
は
異
な
る
も
の
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
私
傷
病
に
よ
る
解
雇
に
関
す
る
近
年
の
判
例
で
は
、
①
復
職
の
対

象
が
休
職
前
の
職
種
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
（
ど
の
程
度
の
配
置
転

換
が
可
能
で
あ
る
か
）
、
②
傷
病
の
回
復
状
況
か
ら
し
て
、
ど
の
程

度
職
務
を
遂
行
で
き
る
か
、
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
た
う
え
で

解
雇
の
有
効
性
判
断
を
行
っ
て
い
る
（
例
え
ば
、
歯
科
衛
生
士
の
具

体
的
な
作
業
内
容
や
必
要
な
身
体
の
動
き
を
検
討
し
た
う
え
で
、
解

雇
を
認
め
た
も
の
と
し
て
横
浜
市
学
校
保
健
会
（
歯
科
衛
生
士
解

雇
）
事
件
・
東
京
高
判
平
成
一
七
年
一
月
一
九
日
労
判
八
九
〇
号
一

五
八
頁
、
右
半
身
不
随
と
な
っ
た
高
校
の
保
健
体
育
担
当
教
諭
に
つ

い
て
、
保
健
体
育
の
授
業
そ
の
他
の
業
務
内
容
と
身
体
状
況
を
検
討

し
、
解
雇
権
の
濫
用
に
は
当
た
ら
な
い
と
し
た
も
の
と
し
て
北
海
道

龍
谷
学
園
事
件
・
札
幌
高
判
平
成
一
一
年
七
月
九
日
労
判
七
六
四
号

一
七
頁
が
あ
る
。
）
。
こ
の
よ
う
な
判
例
の
傾
向
は
、
「
会
社
員
の
症

状
回
復
判
断
の
厳
し
さ
、
す
な
わ
ち
休
職
期
間
満
了
後
の
労
務
提
供

一
が
罹
病
前
と
同
様
に
で
き
な
い
限
り
、
雇
用
を
終
了
さ
せ
る
と
い
う

姿
勢
が
示
さ
れ
」
て
い
る
が
、
他
方
、
「
労
働
者
側
に
も
そ
の
体
力

等
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
配
置
を
求
め
る
余
地
を
与
え
よ
う
と
す
る

裁
判
所
の
配
慮
が
う
か
が
え
る
」
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
（
松
田
保

彦
「
休
職
制
度
の
法
律
問
題
を
め
ぐ
る
新
た
な
展
開
」
序
章
七
七
五

号
九
頁
、
二
〇
〇
〇
年
）
。
本
件
に
お
い
て
、
X
は
教
諭
と
し
て
Y

か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
休
職
前
に
児
童
と
接
触
の
な
い
校
務
を

担
当
し
た
事
実
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
免
職
処
分
時
に
も
教
諭
以

外
の
職
務
に
つ
い
て
配
置
転
換
の
可
能
性
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
、
判
旨
は
、
Y
が
ど
の
よ
う
な
業
務
内
容
を

前
提
と
し
て
職
場
復
帰
を
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
（
教
諭
以
外

の
職
に
就
労
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
）
と
い
う
点
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
職
務
内
容
と
心
身
の
回
復
状
況
と
を
照
ら

し
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
仮
に
職
種
限
定
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
民
間
企
業
で
は

「
直
ち
に
従
前
業
務
に
復
帰
で
き
な
い
場
合
で
も
、
比
較
的
短
期
間

脳㈲
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で
復
帰
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
休
業
又
は
休
職
に
い

た
る
事
情
、
使
用
者
の
規
模
、
業
種
、
労
働
者
の
配
置
等
の
実
情
か

ら
見
て
、
短
期
間
の
復
帰
準
備
時
間
を
提
供
し
た
り
、
教
育
的
措
置

を
と
る
な
ど
が
信
義
則
上
求
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
、
こ
の
よ
う

な
信
義
則
上
の
手
段
を
と
ら
ず
に
、
解
雇
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

（
全
日
空
（
退
職
強
要
）
事
件
・
大
阪
地
判
平
成
一
一
年
一
〇
月
一
八

日
労
判
七
二
二
号
九
頁
）
と
し
て
、
傷
病
の
回
復
状
況
に
よ
っ
て
は
、

労
働
時
間
や
職
場
環
境
な
ど
も
検
討
し
た
う
え
で
判
断
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
本
件
で
も
、
主
治
医
で
あ
る
1
医

師
は
診
断
書
に
お
い
て
、
「
職
場
が
原
告
の
受
け
入
れ
る
態
勢
を
整

え
な
い
限
り
」
職
場
に
復
帰
す
る
の
は
大
変
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

よ
う
に
（
判
旨
一
）
、
職
場
の
状
況
に
よ
っ
て
も
復
職
可
能
性
は
変

化
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
分
限
免
職
に
際
し
て
、
職
場
復
帰
が
可
能
で
あ
る

か
ど
う
か
の
判
断
は
、
傷
病
の
回
復
の
程
度
に
つ
い
て
の
医
学
的
判

断
の
み
な
ら
ず
、
従
事
す
べ
き
業
務
内
容
、
職
場
環
境
の
整
備
な
ど

を
含
め
、
総
合
的
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
結
論
は

と
も
あ
れ
、
復
職
可
能
性
の
具
体
的
検
討
を
し
な
い
ま
ま
免
職
処
分

を
認
め
た
判
旨
に
は
疑
問
が
残
る
。
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